『おっとくだね！ちゅーぶ』　

中部生涯学習センター＠ローズコム情報紙 　第１６８号

２０２０年《令和２年》　３月１７日発行 
問合せ先　中部生涯学習センター
郵便番号　７２０－０８１２
住所　福山市霞町一丁目１０番１号 

電　　話　　０８４－９３２－７２６５

ファックス　０８４－９２８－８６０９



講座報告１　ハートフルステージ２０１９
１月２５日（土）に桜丘小学校で「心に響く贈りもの～一人ひとりを大切にするまちづくり～」というテーマで，オカリナアルファのお二人を講師にハートフルステージ２０１９を開催しました。コンサートでは，「命の大切さ」をテーマに「人」や「ふるさと」を大切にすることを伝えていただきました。歌にまつわる話を通して，人は変われること，住民学習会や人権学習を通して，よりよく自己変革していこうということ。まちにはいろんな人が暮らしている。相手に寄り添うことが一人ひとりを大切にするまちにつながるということなど話されました。人が人として大切にされる「人権尊重」の思いが隅々まで行き届いたまちづくりをめざして活動を続けてこられています。参加されたみなさんから「ギターとオカリナの演奏とともに人権や歴史の勉強ができた。人と人とのつながりの大切さも再確認できた。」「曲に込められたメッ
セージが心に残り，とても温かな時間を過ごせました。」
「オカリナとギター，そして合間のお話も素敵な時間を
過ごさせてもらいました。しっかりと人権を考えさせら
れました。」などの感想をいただきました。
　歌に込められた思いに感動したり，ふるさとを想って
みたり，人権について考えたりと有意義な時間を過ごし
ていただきました。ありがとうございました。また，
来年度もハートフルステージを計画していきたいと思い
ます。


　講座報告２　中国映画上映会「再会の食卓」
　　2月２９日（土）午前１０時から深津コミュニティセンターを会場に，中国映画「再会の食卓」上映会を開催しました。今回で十数年めの上映になる中国映画上映会は，福山市中国帰国者の会と中部生涯学習センターが共催し「共に生きる社会」の実現に向け毎年開催しています。会場となっている深津コミュニティセンターは西深津学区にあります。西深津学区では，中国帰国者の人たちとお互いを理解し合うために料理交流会や地域行事を通じて交流を深めてきました。中国映画上映会もその一環です。この映画は，中国と台湾の複雑な関係を背景にしながらも「食卓」を舞台に，家族の在り方，家族で語り合うことの大切さを深くける内容でした。当日は，近隣地域をはじめ学区外か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　らも参加もありました。上映前には「中国帰国者について」
の説明をしました。まだまだ越えなければならない壁も残　　　　　　 っています。「共に生きる社会」をみんなでつくっていくためのひとつとして，中国映画上映会を次年度も開催したいと思っています。


福山市生涯学習活動費補助金申請団体の募集
この補助金は，市内で活動している学習グループが，自主的に企画・実施する学習活動の経費の一部を補助することにより，広く生涯学習活動の活性化を図るものです。
構成員数　５人以上の学習グループ
補助金額　１つの学習活動につき，補助対象経費の　２分の１以内で上限５万円
対象事業　子育て支援や福祉活動，ボランティア，創作活動等をテーマに，地域に開かれた
　　　　　活動。
申請期間　３月２日　月曜日　から
　　　　　４月１７日　金曜日まで
問合せ先　福山市役所まちづくり推進部
　　　　　　人権　生涯学習課
　　　　　電　話　０８４－９２８－１２４３
　　　　　ファクス０８４－９２８－１２２９


まなびの館ローズコム　敷地内禁煙のお知らせ
　本施設では，２０２０年４月１日から敷地内禁煙を実施
します。なお，受動喫煙防止の観点から敷地外で喫煙される場合は，周囲の状況に配慮していただきますようにご理解とご協力をお願いいたします。
　参考　健康増進法
　　　　福山市子ども及び妊婦を受動喫煙から守る条例

　　　　

福山市中央図書館
　新型コロナウィルス感染症防止拡大に伴い，３月３１日　火曜日まで図書の返却と予約図書の貸出以外のサービスを休止しています。ご迷惑をおかけいたしますがご理解ご協力よろしくお願いいたします。
問合せ　福山市中央図書館　
電話　０８４－９３２－７２２２　まで　


歴史資料室
新型コロナウィルス感染症拡大防止に伴い，３月３１日火曜日まで歴史資料室の利用制限をしています。ご迷惑をおかけいたしますが，ご理解ご協力よろしくお願いいたします。
問合せ　歴史資料室　
　電話　０８４－９３２－７２６４　まで


新型コロナウィルス感染症防止対策　手洗い　うがいをしっかりしましょう。
視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。
＝人権は　一人ひとりの　宝物＝









